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編集後記

　2024年1月9日早朝、突然の悲報に驚かされた。当教室の大先輩であり、多くの

卒業生にとって良き師であった市川明先生が前日の1月8日に、突然天に召された

という知らせがご家族からもたらされたのだ。しかも、編集子の手元には9日の夕方、

先生の手書きの年賀状が届いた。そのことはあまりにも急に先生が私たちのもとを

去ったのだという喪失感をいっそう強く感じさせた。そして、その後しばらくは、あ

の独特の口調で「もしもし、僕やけど」と電話がかかってくるのではないかと考えて

しまうこともしばしばであった。

　先生、こんなに早く私たちを置いていくとは。お別れにはあまりにも早すぎました。

せめて、安らかにお眠りください。

　なお、当紀要の発行にあたり、今年も松本工房の松本久木氏には親身にご対応い

ただいた。松本氏にこうしてお世話になっているのも市川先生が結んだ縁である。
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